
’

■
　
．
。

　
噌
9
．
．

ビ

9　　穿
一一鋼騨喝r劇圃一一■胸．麟欄臼齢一。一〇帽一噌』P燗　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豫
麗
質
劣
詞
多
コ
．
糞
剛
曾
3
り
午
杉
画
歯
薯
、
訟
袋
邑
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

舘ぞ

痕
玄
蕎
4
奪
品
狸
の
蘇
夜
4
旋
の
伺
ヱ
．
、
贈
彦
向
ヱ
」

ぎ
ぎ
鱒
と
し
《
．
豊
歩
産
物
拓
評
会
セ
例
舛
の
蓮
り
粛
く
玄
鳶
つ
尺
…

」
湖
幽
会
姦
ヨ
療
諭
宏
の
燕
啄
⑦
方
・
・
を
雄
箆
登
狂
紹
合
、
田
，
膝
守
ゑ

　
　
イ
の
肩
（
醜
月
3
，
石
）
．

壷
辰
茅
産
幅
物
廿
瀕
爺
酵
傳
胃
『
素
閲
《

　
　
　
　
　
　
主
燧
．
訟
代
肘
青
耳
．
》
運
蜜
■

　
　
　
　
　
　
后
巌
徽
訥
霧
鹸
詞
想
號

　
　
　
卑
煽
期
医
腿
鴫
炎
煎
、
金

　
渋
．
、
氷
・
ぽ
．
草
ベ
ク
延
翻
φ
左
～
ま
｛
よ
’
り

　
　
　
　
　
㌦
．
．
麺
過
珠
鉱
・
減
多
、
滞
ド
樋
ド
桁
、
、
、

一
態
藁
、
麗
難
篶
。
、

㎜
松
㊧
紅
食
蓮
調
樫
委
・
蓑
食

』
　
　
・
株
・
永
或
績
（
脚
周
ω
6
砦
サ
護
ゑ

翼筋

く
臨
翼
諺
鞭
婁
韓
紫
馨
翼
舞
）
、
■

じ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ネ
を
ま
さ
ヨ
の
び
げ
　
　
　
　
ヨ

，
鐘
一
騒
．
醗
遷
、
　
　
、
・
鷺
・

鋤
諌
殖
融
吻
齢
締
ギ
亥
！

盃姻
鳶臼

　　3δo簸

」』動
　｝，

時
れ
御
渤
ガ
尋
之
セ
老
ー
乙
．
峯
惟
看
繍
縛
啓
量
し
三
φ
、

証
部
、
獄
碧
要
領
憂
力
遍
》
マ

｝

、

翌　
一

　
噌
　
甲

新　
酬姦殊

一
公
、

2、

受
附

ノ
、
3
駅
兜

ン
．
即
r
鞄
．

一
．
緕
出

玄
目
！
β
午
布
ノ
時
よ
う
〃
口
生
痢
ず
、
〈
於
公
氏
葬
）

f
員
多
翼
生
別
ハ
嫁
言
を
紅
画
賄
4
、
て

誓
θ
嶽
負
・
、
お
湖
冷
せ
下
き
肉
（
即
欠
路
“
庵
為
づ
）

－
品
　
　
の
，
婁
　
　
～
嶺
　
鱗
｝

エ
、
穀
■
寂
、

2
薫
》
承
・

頬類

五
　
　
倉
．

潟
湿
か
，
か
ワ
”
ん
婆
γ
ん
写
ン
八
撚
ψ
‡
の
ノ
ノ
ィ

膏
票
君
か
訟
ψ
，
か
承
痔
の
～
o
孝
蘇

藷
類
’
五
ゲ
，
　
ゴ
だ
■
人
敷
つ
6
五
承

南
飛
寿
の
♪
へ
訊
ψ
も
の
タ
い
り

菊
て
7
竃
切
小
、
玖
ψ
↓
の
五
】
ワ

・
窺
．
り
∠
プ
五
台
、
ノ
票
『
五
台

　
　
　
　
　
　
旋

荘
轡
態
．

噸
分
繭
》
ハ
芝

　
　
　
需
　
多
夏
。

米
離
孟

演
欝
焔

　
　
　
．
需
昇
弼
六
六

め
擁
髪

村
轡
■
炎

『
下
轡
．

　
　
　
　
聖
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝

二
現
聯
撃

ユoo儀

1松代逗硲
・

2｛）ヨ

5
銀
某
』
類

233

　　　　＿」．
　　　顧一　　一一
一

轡
』血

1』

曄1－

9

4．

泉
燕

5
象
，
実

顛類

1
、
3ζ

語釦20算塵o，月P1

酋
御
撫

謁マ
㎎

遡
　
亘

尚
当
貞
寛
吻
感
‘
婁
の
猪
・
尿
授
長
と
認
か
δ
毛
〃
“

　
賞
品
キ
．
贈
り
己
寸
、

　
出
轟
の
返
看
く
即
売
し
忍
う
⑫
瞭
去
a
回
日
髭
蹴
≦
ソ
、

6
遜
羅
鑑
諺
轟
鐘
㌦
譜
謹
場
甕
．
簿
レ
．
実
慣
輩
誓
達
み
量
雪
・
萎
～
蕪
善
。
　
、
　
ー
．
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
．

価

曹閥随○甲国eの一鱒一岬　　　り　　　　　　　り一，騨り甲一｝●一亀4噺，一一一一閣角一・一，

一
　
榊

1ざ8

艦．

！’徽謁1」

1　1騨
＝瓢綿．二鵡㌘＿＝駄・一；6＝ぷ甥・も暫

づ
’
多
4

』鵠

下舞
両畑丸

　　　　　4■■9軸　一一、輔』帥爾
一＆繍◆8》賞●●繭“

』L・＿｝＿ξ

浦會雌1

　　　り
水翫辮
の　　 ゆ　　　　ロレ　ゆり　り　の

聞轟学む識r篇一

朝一輔繭・一

…
相
　
淘

瑳
　
季

21

置乱
副犬海窟，

酬由
，」L」．』‘・．
驚客．一噌？．←書．●●◎、●・

一●　　　　　　　　 ●帽圏■■Dg●一

　　1　・　o
r■陶D司一一6噌・o噸閣■一
●●●一　●，●岬圓ひ噸凶■岡牌
◎・●一叫帥・嘲隅一崩

、

藷
せ
詩
，
φ
森
は
㍗
あ
”
3
マ
．
ゲ
ヲ
乙
蒐
存
右
毒
窒

　
　
　
覇
ぎ
ぞ
す

操
米
身寸O

成
．
填
鷹
毎
、
暴
繍
委
授
激
｝
う
・
　
。

　
・
墾
し
海
必
銅
脈
パ
粛
漁
κ
で
韻
亙
ガ
涌
一
灘
“
ゆ
、
と
ル
ろ
ツ
簿
灯
参
諒
承
千
氏
、
“

塾塾

琢
墾
｝
牽
墨
・
9
藍
華
煙
詫
羅
籍
声
の
衡
レ
隷
事
罎
建
掩
残
箔
鐸
碕
輿
醤
繕
礎

『
　
8
　
、
　
’

1　　ζ

ゑ
、
五

　ノ　ン　・一ρ　1’　ノ　工
切パ／、1￥ρ。」Kノ
ノニ回’　〇　六」

一・1

■
蟹

十嚇

一
一　　●圃■■閥9

量

イ
ジ

九’
： bl

’1

剛臼咽■■隔■■岡じJb輌■騨』

Fη

lo

懸

lo｝

＊
槻φ

量湘

倉
ざ

読亨Ψ　　適

1雛沸盤

片
桐

劃
　
9
　
1

麓
解
載
儲
輪
鴛
猛
綱
饗
舞
難
編
蒲
騨
懲
ま
綬
、
。
．
彰
駈

　
　
　
　
　
　
　
そ
⑳
羅
、
．
例

ゆ
夜
導
認
霧
ξ
患
蔚
詠

　
　
　
　
　
　
ノ

移
乏
終
て
レ
て
も
君
会
の
廷
些
を

匹
封
す
届
承
駁
“
爪
差
が

あ
ク
μ
り
又
一
萱
格
K

露
慣
が
あ
灸
ま
よ

・
ぞ
は
慰
全
啄
さ
赦
者
霧

の
臓
八
脚
穿
毒
ケ
マ
直
、
．
蛎

叩
嘉
薯
劉
訟
㈹
釧
桝
の
幽
資
礪
秘
鰭
騨
饗

．
煮
、
3
．
・
泓
蹄
禦
鱗
灘
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

司び

＜
、
又
、
￥
激
多
硬
杯
蒼
凶
，

君
す
母
ゑ
板
ひ
も
詞
レ
“
芸

う
壽
で
毒
《
て
笹
β
咳
お

拷
贈
ッ
く
、
・
区
縫
耗

一
鋤
“
ぐ
い
δ
の
拶
浴
ツ
グ
し
位
教
育
．
．
・

ー
内
昏
が
鰹
庚
で
訪
2
も
馨
か

菰廻

槍
慈
与
へ
τ
う
い
、
で
に
亦
．
貸
か
－
筆

い
逗
ラ
毎
考
へ
も
起
与
暦
↓
少
を
，

蘂
麟
麟
竸
麩
網
搬
講
験
襯
墾
蹴
轍
鍛
戦
鰭
毅

爪
焦
シ
侭
琢
φ
　
　
　
伺
伊
讐
し
玄
今
イ
、
裁
薇
は
脊
措
が
劒
箸
ぞ
ぞ
羊
議
4

て
言
提
5
2
尽
セ
さ
指
す
冬
あ

る
V
　
　
勉
翼
脅
漸
髪
姦

．
〃
謙
霧
を
孫
…
三
9
外
び
遜
蔽
が

、
疹
｝
登
制
の
課
霧
ぞ
あ
う
ク
～
、
夜

藍
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
■
重
昌
▼
ー
・
ー
聖

す
辞
す
μ
の
実
力
を
蒋
ぞ
零
ゲ

ブ
ひ
り
乞
回
毒
救
ぞ
憾
ゾ
失
の
ギ

分
樟
り
炎
力
し
が
椅
7
↓
な

“
さ
，
う
ヒ
う
な
、
シ
♂
に
司
鴛
、
”
備
．

敷
♪
憩
餐
赦
K
．
お
2
博
夜
同
切

‘課

霧～

モ
寒
時
一
馴
迦
認
霧
ぞ
～
勇

徽
奥
数
、
教
負
者
ぺ
祐
、
灘
繰
設

　
　
　
数
・
看
内
藍
口
、
激
　
　
’
．
．
、

榊
牟
・
窯
蓄
権
誓
室
々
て
K
亘
ぞ
迎

｝
噛
典
饗
諺
忙
翻
箸
め
毒
塾
傷
ガ
汎
福
．

噂
噂
著
め
蓄
ぞ
芝
仁
庭
っ
苫
1
吟
ぞ

㌶
鯵
騨
鶉
縞
馨
毅
編
．

　
．
の
席
ハ
誌
一
諏
璽
裂
勿
け
砥
び
到
、

？
五
．
謹
霧
告
略
o
・
を
で
構
乃
φ

喫
仏
誓
紋
叡
肩
剃
浪
威
沼
ガ
マ
菰
・

な
≦
認
、
あ
《
｝
協
の
ぞ
ぞ
が
・
薮
纂

蔦
の
グ
糞
町
馨
叡
姦
肉

“
難
櫛
難
舗
叢
琳

鞠
亀
ガ
受
夷
㈱
3
爪
“
　
・
叡
畜
前
塔
勺

訳婬

男
炭
剛
髪
劉
畔
菟
疹
∫
徹
⇔
．

廃
a
｛
て
ぞ
教
斜
訴
雅
毛
諮
璽

｛
す
々
で
同
1
で
鼠
童
2
う
κ
巾
復
秩
．

の
数
誉
婬
蓼
繁
翼
蕎
数
な
ざ
・
｛

数
尋
狸
滅
が
高
“
さ
ラ
吉
ρ
な
》
》
侭

・
殊
ぐ
ズ
、
、
3
贅
角
り
妻
ら
あ
δ
参

遷
5
豊
｝
茎



聾5扉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

▽
髭
厭
魁
糞
横
櫨
麟
欄
礁
鞍
縄
飴

一
穣
糟
蒲
鱗
励
盤
鰻
鯉
擁
舗
儲
簸
触
．
翌

ピ副

業
美
励
の
ぢ
飽
よ
禽
依
業
季
弼
馨
獣
茸
．
き
外
紅
、
¢
く
．
・

…
、
助
献
讐
撰
紗
添
淋
で
，
、
圧
φ
蕪
“
再
趣
灘
で
擁
磐
ま
可
か
ヶ
”
多
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

！
、
甘
只

－
〆
牙
ご

　
．
　
　
狩

　
手
各
，

ヒ
　
〈

　
ヒ
4
プ
サ

ぼ
4

勲
3
ワ
ー
■

き猪
2
久

｝鐸
ウ
ル
シ
，

　
　
ヘ
ラ
ダ

・
碑
沸
賛

擬
撞
協
㎏
ー
惹

憲
峠

煙
響
搬
瀞
嚢
綴
藩
鯖
翻
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
」
姻
・
．
篭
8
．
砦
；
ひ
産
噸
…
｝
e
i
暑
『
奪
竃

　
1
6

　
グ
、

‘
ク
、

ノー、

五

1
¢
母
即

　
〃

書
嵩
商

！

｛
、
琶
奔
ρ
！
チ
、

，
碧
塚

チ
悔
六
ワ
つ

，

琉
花

　
亥

ー
1
邑
厘
量
冒
讐

　
ン

琴
8
g
O
垂

　
’
」

　
’
じ
一

＆
暫
垂
蚤
書
3

ワ

多
▽
4

只
汽

ノ
～
五

〃
1

づ
》
ツ
ぐ

σ

∠〃00

　
コ

凱
！
去

五
3

六
づ
マ

ノ
、
－
’

峯
り

4

五糎
ξi奇

擁1

　
　
　
　
　
玉
三
　
　
が

　
　
　
　
§
－
書
…
垂
τ
ー
！
し
詐
層
i

　
　
　
　
　
　
　
㍊
　
　
卜
4
．

　
　
　
　
　
！
引
…
頴
η
］

臨露洋建

ll
蝕
　“婆、

訴で1ノ

無ワ三
、…・　l

llll

｝誇、

、

、
漏
器
紹
ノ
一
一

鰻
騨

桑
省
金
．
ー
集
藷
何
漁
画
η
馨
饗

　
取
現
と
す

　
ど
殊
編
叡
盗
キ
～
・
乾
燥
絃
厭
存
、
卜

　
，
差
七
惹
な
い
耀
長
と
慧
｛
》
　
、

回
、
賀
入
槽
精
曹
｝
焦
看
蜘
滋
猷
糊

　
色
肯
．
誕
さ
ぞ
巴
と
し
・
爪
た
鑑
孔

一
、
女
各
頽
を
孟
・
量
入
瑠
欝
と
・
す

轟
を
訪
嘱
5
．
篇
奨
修
ん
歎
粉
キ
〃

働幽幽馳闘』馴一，o

　　1参
　　！

と
し
下
浄
努

韓
爆
協
極

キ
，
　
」

　　　　　，9　、》一u賦L辱し甲，　　レ

鰍，

魂麟
て

　
匂
由
叛
声
～
≧
し
♂

　
、
殊
レ
ヘ
頁
K
・
ぐ
む
’
β

｝
出
’
旦
嵯
璽
い
原
轟
一
こ
－

」　
負
η
街
顛
よ
、
v
耗
で
沸
．
窄
碑

　
、
』
訴
鱒
寄
の
ケ
一
回
）
拶
η
ル

闇

嚇
〆
・
－
栄
舞
薫
薮
厩
κ
・
汽
頁
ぞ
て
“
享
罐
“
毬
餐
ξ
病
、

貯
塑
蝶
避
．
壌
．
鐙
酪
畿
励
認
穀
舞
欝
臓
鷲
娠
静
欝
馨
初

驚
惚
藩
．
鶴
嫉
、
難
薯
蝿
垢
れ
濾
鶉
漁
姻
・

年
．
凋
誉
玉
蜘
部
寡
も
縛
憐
～
何
し
・
廓
箸
・
蟄
羅

』
田
ρ
わ
峨
ふ
か
堵
・
虞
活
焚
慨
⇒
蜂
ぱ
貧
、
僧
犠

匹
て
薪
つ
愈
畠
臼
τ
ノ
当
η
1
／
0
再
の
．
洌
．
h
．
一
＼

現
命
煎
笈
喜
虐
冨
環
論
老
舅

穫
へ
多
4
．
，
五
支
、
な
、
“
、
、
こ
　
　
，

六
、
・
桝
疹
桝
ず
爆
・
象
萄
鐵
泌
F

　
規
・
分
留
果
曳
。
へ
臥
昼
甫
調
媛
遷
1
馬
ゆ

　
后
心
へ
諺
迩
z
八
レ
3
癬
激
七
㌧
局
謬
ヨ
φ
o

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

づ
お
ま
ブ
ヤ
リ
る
ヘ
ヘ
　
ヤ

七
、
－
奉
・
替
の
ノ
凱
源
“
－
ヱ
月
－
1
ナ
ロ
樋
Ψ
足

　
と
ゴ
フ
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
皆
㌻
ん
全
β
入
申
萢

　
先
な
・
く
膨
争
察
の
μ

　
事
感
咳
ぎ
ま
の
広
倫
・

　
身
‘
体
肌
愈
寡
生
の
簑

　
と
妃
肇
砂
髪
礼

　
諒
探
右
の
盗
梯

　
及
醒
公
・
安
の
姓
讐
と

　
鄭
肌
《
い
さ
φ
訓
乙
尋
2
与

　
こ
の
キ
ノ
　
　
だ
ド
　
の

　
蕉
、
禰
㌧
勢
下
K
於

　’

7
．
広
・
珈
抵
喬
韓
η
！
途
警

　
鱒
管
薙
信
ふ
乃
・
客
の
塞
　
　
K
、
簾
噂
列
多
の

．
”
砺
麺
、
、
庫
脇
歴
玄
影
人
ど
競
濠
あ
よ
久
て
あ
毒

漏
票
蔀
哲
均
所
ゼ
あ
∂
か
乃
と
見
沢
曜
粕
騰
、

・
商
函
｛
咳
然
脚
あ
る
纏
段
ダ
ぞ
、
貿
，

　
一
K
由
な
い
レ
、
距
．
菖
疹
か
丁
戻
、
ン
病
乳
絶
傷

　
『
ゲ
頂
1
亘
ど
告
し
さ
ぐ
薩
前
み
か
去
5
ぎ
ラ
K

翻
蟄
罵
｝
餌
勧
犠
橿
総
槻
獄
獣
G
藤
郷
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
歩
建
レ
”
匁
か
．
思
．
フ
、

騨鋼、

鍵
、
瓢
鴇
擁
講
蓮
纂
↓

合
ミ
あ
諭
み
《
才
全
ず
葡
、
奄
青
婁
灘
－
．
彦
笛
了
去
最

力
も
り
継
π
“
ヒ
・
4
へ
7
憩
だ
7
　
・
フ
　
　
　
障
才
呪

レ
導
“
蓉
彗
ピ
髭
轟
’
鋒
壕
～
舞
錐
8
き
呪
総
”
準
h
h
鰻
群
静

莉
一

　
｝

鐙
へ
㎝

　
ハ

丞『
公

K
、
墨
類
．
策
難
的
憂
解
審
妻
劣
§

代　　P2　　［蜘2．5辱1ひ日2・百祭行　　’　松
　　ハドヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴゆ　　ハのり

洋・・，斎。，1臓，・帆・読、・曇騰

口
8
懸
蚤
■
書
冒
置
蛋
置
巳
警
；
f
●
B
じ
垂
『
重
璽
弓
重
ヨ
3
露
艦
雪
『
盤
可
己
垂
§
　
　
血
甑
層
善
コ
冒

ガぐ跡

丞司

蜘
鮮
で
あ
り
溺
、
風
！
人
κ
轟
々
．
切

㏄
協
V
刀
ガ
罷
ん
ノ
場
．
っ
磁
憾
凶
に
κ
q
9
η
で

あ
？
課
イ
ッ
遡
《
憾
払
彬
競
が
匁
人
影
、
職

豪
獄
等
・
・
k
例
猟
も
翰
へ
疹
ア
の
婦
葱
悔

喬
辞
博
画
医
η
，
協
η
が
函
5
・
｝
ン
”
に
琢
治

．
繋
謬
勲
■
暢
む
ぞ
コ
v
転
蓋

殼
入
の
礎
伊
焙
愈
ガ
葬
か
ラ
樹
厚
業
藤
ぐ

デ
4
ー
ヵ
1
の
ψ
ゆ
噴
鷺
斎
髄
耐
癌
か
発

庄
レ
諦
博
梅
芽
レ
．
郵
痔
ぎ
塑
毫

郵烏

糊
雛
稀例

鍋
鮒
漏
－
斎
潔
ぞ

重ゆΩ・を

を
沸
望
る
巷
の
、
幡
λ
刀
響
は
乃
2
d

す
ん
．
重
舵
・
を
ち
、
誇
づ
人
司
緯
何
匁
の

新鋤
伽
縫
最
擁
解
劔
鍋

灘
錨
灘
難
蹴
捲

　
キ
3
冒
η
の
ガ
疋
傾
一
付
。
轡
、

本
弓
罫
廉
輿
晒
辮
．
k
昏
V
｝
承
　
咽
一
回
廊

ン
久
舛
へ
璽
の
入
婁
を
税
絃
イ
　
回
イ
八

プ
再
、
曳
、
沃
長
．
紘
必
髪
日
労
“
事

“
劣
班
々
ぎ
与
り
通
知
ム
ギ

爽
、
粒
．
当
甲
窃
樗
♪
直
ダ
ゼ
嗜
へ

，
』
婁
き
1
管
心
－
魯
重
～
O
、
7
，
，
　
き
毫
鮎
蓼
｝
婁
，
1
巳
…
O
！
　
　
　
　
　
　
　
■
一

行
プ
了
耳
の
編
，
氏
払
弔
か
・
ク
π

諸
〃
参
例
Φ
改
正
と
上
，
↓
・
率
赫
へ
御
久

堤
践
寸
、
5
遥
甜
と
な
っ
玄
」
裸
嶽
や

あ
3
が
　
赫
瓜
方
μ
八
耀
由
卿
ク
台
・
秀

〃
ぞ
五
窃
頃
轟
η
ら
ノ
・
ス
と
．
噺
葛
擢
・
云
ワ

て
↓
」
．
、

，
墓
重
董
む
｝
・
聖

ぺ
K
尽
5
か
鉱
乃
へ
急
ム
体
認
博
あ
努
畷
淘
ん

乏
し
ζ
掻
く
、
萌
朗
k
些
き
務
卜
、
．
｛
．

む
’
身
ひ
八
ゲ
臼
ゆ
が
θ
そ
社
人
響
函
パ
ψ
質
串

K
恩
力
曜
〆
・
、
看
く
稔
疹
び
・
や
ザ
て
島
聲

本
ゐ
甫
・
建
～
淀
さ
砥
暮
δ
ζ
“
う
・
を
が

濁
、
る
争
泌
薯
．
．
締
瞬
ウ
挫
K

㌃．

グ
て
も
召
肖
じ
K
渚
蓄
・
牙
為
溺
殊
『
捧

鵬
胃
綴
ハ
人
と
マ
フ
催
あ
家
廠
ん
．

’
敷
多
主
》
駅
謹
遼
痢
殊
に
新
，
芸
勧
蓮
，
，

傷
う
か
・
先
雌
詩
ぼ
す
　
　
蓼
ρ
↓
、
2
ε
ぜ
ぬ
＝

か
・
ワ
蓼
看
必
余
グ
き
ゴ
も
皐
気
だ
毒
バ
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
“

’
フ
羨
苓
へ
璽
。
躊
ノ
3
訓
ズ
舅
0
察
蔭
目
噛

分
り
知
？
て
“
る
“
桝
看
の
跨
陣
脅
弟
力
詔
．

し
で
き
咋
．
犬
派
く
・

社ム

燐
霧
団
の
．
ノ
掃
ぢ
幾
”
刀

爾
び
三
フ

あ
η
豹
す
逐
気
κ
協
ヵ
す
占
か
善
・
感
軽
置
莱
．
孟
劣
婆
望
督
κ
撃
星
孤
喉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
…
』
；

！
，
…
D
9
嚢
5
藝
ー
1
－
8
－
D
h
新
塾
！
，
魁
‘
‘
ゆ
o
●
●
5

ま

！

…
｝
し1塵

博一

“5

　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
き
き
き
ン
さ
き
き
コ

方
甘
’
紹
翼
蓼
三
倉
倉
諺
憶
を
会
し

女
毒
〆
嚇
々
マ
毒
．
搬
欝
ン
か
観
ム
痔
芝
．

’
拶
ぎ
れ

諺
で
垢
ズ
．
片
柳
人
ぐ
予
お
宏
で
下
さ
眠

由
八
K
止
入
K
麺
司
り
．

　
家
K
、
論
勧
ガ
レ
て

期
境
・
ん
♂
鴉
画
罪
ε
駈
硬
諏
と
ゾ
7

、
、
乏
の
慧
“
よ
・
ク
・
顧
（
｛
盆
畜
ど
．

誘
勘
ひ
尋
’

　　　　　　　梼

叢一一璽、
・露r磯l

l醐
臓霧凱1

－qp，■陶　斡r一臼噸圃D一■，r一閂闘蜘q，●の剛D・■■働飼剛隔輔』一P画糊P

叫
． ・叫躰

0
蜘
譲
繭
．
伽
き
串
ー
墨
ワ
豚
％
方

齢
心

、
二
・
霧
所
へ
戯
勉
し
駅
鬼
質
多
事

露
賄
翻
麟
　
ω
’

　
コ

封
手
、

盛
■り■脚鞠じ　司

闘
貯
糊
鵠

℃1’℃rび「

鐸
嶺
一
．

　
　
　
朗

，
亀
　
　
L

蔽購圏　
　
　
　
　
．
」
「

　　P
垂！

と

言　i
璽くl
l引

3パ

一

』ζ

慧、．轍濃

噛琳纈遂
1、趣幽国壁

晦、

獣
1海拠l

／識

爵
？鯉τ
耀、

に
套l　i

チ

！48

i　壌

…瀾

　噸．1

ダ
藝

2｝

藍

…i

翼
殖

彗

r溜

諾
　リ　ロトワ　ロリ　ヨ　 　つも　レ　ヨロゆゆハリ　リ　 リ　　り　　ゆ　　ぬ　トののじ　じロム　の　 　　　

ハ　　　　　　 つのロか　　　　　　　

ゆつ

00000　　0000 ．
感
捉
望
ラ
F
，
語
ク
数

1
！
1
族
ヒ
劣
薯
マ
な
O
k
、
舞
．

9
簿
影
欝
鐘
灘
欝
馨
・

申
》
、
ヲ
麓
建
禦
。

　
　
』
賓
！
嚇
濟
と
な
6

螺
翻
翻
．
．
　
ー
　
一
■
，
累
』
¶

韓
日
璽
毎
新
聞
『
跨
．
d
閻
譲

ど
報
導
さ
鼠
釈
乏
み
．
彦
乞
一
民
看

杉
搾
は
協
捜
ひ
ル
よ
歩
担
心
礁
ぎ
が

，
，
蔚
名
肉
ド
絞
鬼
き
3
↓
’
7
働
力
L

て
飯
き
次
W
　
・

糟
勧
金
、
”
事
誉
ヌ
、
事

設
薩
姻
貿
等
含
昇
し
て
重
・

面
亭
期
、
，
分
は
木
支
万
五
千
余
再

o
指
ふ
酢
接
し
汽
．
と
・
。

．
－
麟
翻
臼
t
石
勾
臼
置
劇
き
、
、

と
尾
テ
五
β
η
換
左
蓬
か
、
そ
鴇
古
ぞ
3

夷は

何
か
　
・
皆
．
乃
擁
五
ぢ
4
再
が
羨
秀

吉
9
丁
烏
の
賓
癒
ぞ
盗
雲
芝
ε
で

増
へ
5
眠
・
参
ぐ
舜
ラ
死
一
刑
の
宣
幽
4
歪
豊

初
恵
抵
ふ
同
乏
々
鯉
に
幼
姦
副
「
番
，
で
あ
り
彼

の
霧
入
虻
籍
下
K
み
．
ゑ
〆
西
》
転
か
酔
ク
マ

壊
索
3
ど
も
楕
ψ
ぞ
“
δ
5
そ
η
縁
、
故
を
以
ぞ

解
蝶
編
齢
邸
詫
舞
薦
物
擁
癖

き
》
叢
て
や
う
’
ジ
と
ケ
ワ
グ
丸
・
五
疹
箭
胤

．
即
潜
質
甚
捧
多
ザ
入
夷
〃
略
物
講

初影婁多

食
ぞ
．
天
女
悉
～
寧
し
男
火

為ざそ、

の纏9

をぞ

み
っ
亥
ぢ
と
列
〆
彦
け
て

懲難

講
灘
鱗
、

鍔尋

総難弩

蕪
撒
講
糎
難
纏
鱗

あ
か
フ
憶
と
“
ラ
．
』
〃
喜
）
五
布
4
櫛
3
纏
ヴ
《
め
’

謙
簗
箋
餌
蟹
痴
誘
卿

嚢
》
信
、
妾
κ
摩
、
を
で
饗
う
玄
。
蓄
蓬
は

奮
毒
“
．
五
盆
須
k
麹
き
∬
て
訣
文
㌧

妬櫛
勤
嫌
切
繊
鷺
盛
晶
辱
激
盗
論

ゼ
講
轟
を
籠
文
癖
“
匁
か
、
託
ψ
リ
ジ

も
ー
ト
ー
レ
｛
む
略
監
に
彦
叛
碕
鋤
倉
騒
癒
い

／


